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この た び は "PlayStation っ" 
を お 買い \ 上 げ い た だ 


よく お 読 みい た だ 
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We eeeeeeeeeoee ee eeeoeeoe 1] 


we ee ee ee ee eo eee の oe 


っ ホソ フト で 運 枝 で きる 導線 は 、 童 の 編成 か ら 現在 の 編成 ま 
間 い 収 株 し て いま す 。 その 為 、 現在 運行 きま れ て いな い 編 成 も 含ま れ 
ー mW MT 0 


隙 の 面 聞 と は 軸 な る 場合 が あり ます 。 


un H メ モリ ー カ ー ド (8MB) に 対応 し て いま す 。 
ーー  。 TTYwYrrPMN 2" 専 用 メモ ! 
| 必要 で 。 ま た 、"PlayStatlon 2" 体 の MEMORY CARD 差 和 口 1 の 


えん リト ょ は 


な お 、 ゲ ー ム 中 の カー| 人 9 導 し 8 データ 凍 の 上 れ ゅ りす の で こ 幅 葉 くだ さい 。 
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ね ん か い ぎ 『 ょ WW か か ん 2 うかい ょ う か ん せ 


1964 年 開業 の 東京 一 新 阪 剛 の 光導 新幹線 を 延 人 する 形 で 、 1972 年 に 素 


か お か や か いき , 


大 阪 一 岡山 間 が 開業 し た 。 さ ら に 1975 年 に 博多 まで が 開通 し 山陽 新幹線 が 完 
成 。 大 阪神 戸 ・ 間 山 広 島 ・ 北 九州 福岡 と 、 西日本 の 主要 都市 を 結 , ぶ 大 動脈 で 
ある 。 駅 聞 を 短 距離 で 結ぶ た め に 長い トン ネル や 緩やか な カー ブ を 多用 し 、 世 


か いさ いと こう 


界 最高 速 の 300Km/h 走 行 が 可能 と な っ て いる 。 


か 【 


博多 に 到着 し た 新 才 線 は 、 福 岡市 の 南 9Km ほ ど に ある 博多 総合 和 両 所 へ と 回 


く おか 


送 べ され る 。 この 車両 所 の ある 著 珂 川町 は 在 来 線 と は 離れ た 位置 に あり 、 福岡 へ 
の 移動 は 不便 で あっ た 。 そ こ で 回 送 の 新幹線 に 乗せ て 欲 炊 し いと いう 住民 の 要 


望 に 応え 、 1990 年 に 博多 南 線 と し て 開業 。 そ れ ま で 1 時 間 か か っ た 福岡 まで の 


時 間 が 10 分 に 短縮 され た 。 


し ん か ん せん か いき W ょ うぅ ん か ん せん し ゃ りょう 


新 電 開業 当時 か ら 走 り 続け て い る 新 電車 面 
元祖 。 1985 年 に 100 系 が 登場 する まで の 21 年 間 、 東 


し ん か ん せん ゆい い 和 9 5 か ん ム か いき ぎょ う 


省 山陽 新幹線 唯一 の 車両 だ っ た 。 情 多 開業 時 に は 
食堂 車 を 連結 し た 堂々 の 編成 で お っ た が 、 新型 車両 
が 登場 する に つれ て 活躍 の 場 は 狭く な っ て いく 。 短 
編成 化 が 行わ れる と 主 に こだま で 使わ れる よう に 
な り 、 今 で は 6 両 と 4 両 編成 の み が 存 在 す る 。 


り 』9 ペ ん せい 


と 3 


目 国鉄 の 末期 1985 年 、 快 適さ と 省エネ 化 を 目指 し 
製作 され た 。 新 幹線 で 初め て 2 階 建 て 車両 を 両 連 結 
2 個室 も 連結 され た 。 当 初 は 食堂 車 も 連結 され て い 

『、 後 に グリ ー ン 車 と カフ ェ テ リア に 変更 。 1989 年 
に 82 剛 て 埋 を 4 間 つない だ 「 グ ラン ド ひ か り 」 
も 登場 する 。 し か し 新型 車 の 高 速 性 能 に は 敵 わ ず 、 


廃車 や 短編 成 化 も 始ま っ て いる 。 


うか い ど し ん か ん せん 志 さ か みん さい 


東海 道 新 電線 ・ 東京 一 新 天 阪 間 を 最高 速度 270 
Km/h、 所 要 時 間 を 30 分 短縮 し て 2 時 間 半 と する た 


め に 1990 年 に 開発 され た 。 空 気 抵抗 を 減ら す 先頭 


形状 や 、 新幹線 で 初め て VVVF 制御 の 誘導 電動 機 を 
用 い 、 1992 年 に の ぞ み と し て デビ ュー し た 。 こ の 300 


系 か らら 新幹線 の 高速 化 が 始ま り 、 旧 型 車両 は 廃車 や 


へ WE 2 ん さい 


運用 変更 に 追い 込ま れる こと に な っ た 。 現 在 の ひか 


し ゅ りゅう 


り の 主流 で ある 。 


に し に か い は つ か い し ゃ りょう 


JR 義 日 本 が 開発 し た 世界 最高 速度 を 誇る 車両 。 
JU0 Km/h 走 行 を 実現 する た め の ] 5m に わた る 中 


えん けい 


M ロン 族 用 二 ス 。 ロケ ッ ト の よう な 独特 の 円 形 の 車 


た い つば さ が だ し ん か ん 


体 ・ ・ 細 型 の パン タグ ラフ な ど 他 の 新幹線 に は 見 られ 


が いか ん ふ 


な い 外 観 が 特徴 だ 。 ま た 300 系 で 見 られ た 付随 車 を 
な くし 、 全 車 を 電動 車 に する こと で 更 な る パワ ー ア 


ッ プ を 果たし た 。 広 島 一 小倉 間 で の 表 定 速 束 度 は ギ ネ 
ス ブ ッ ク に 載る 。 


剛 ///// |M 
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山間 区 間 を 旅 する た め に 0 系 を 改造 造 し て 運行 し て い 
た 「 ウ エス ト ひ か り ]」。 そ の 快適 さ を 残し 、 よ り 短 時 間 
で 移動 する た め に 作ら れ た 車両 。『 イ ン テ リ ジェ ン 
ト ・ サ ルー ン 」 の 愛称 を 持つ 。 ひ か り と し て 運転 され 
る が 最 高 束 度 は 295KmVh を 詩 っ て いる 。 人 気 車両 
で は ある が 、 8 両 編成 の た め に 常に 混雑 し て お り 増 


備 が 続い て いる 。 


せつ めい ぷん が つげ ん ざい さん こう 


※ 説 明文 や ダイ ヤ デ ー タ な ど に つい て は 、2001 年 1 月 現在 の も の を 参考 に し て いま す 。 
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運 疹 方 迷 


7 の と た "の ワ / 


ツー ハン ドル A 型 (これ まで の 「 電 車 で GO! 」 と 同様 の 配置 で す ) 


マス コン 操作 プレー キ 操 作 


ブレ ー キ レベ ル ダ ウ ン 


マス コン レベ ル ア ッ プ 


※ 非 常 ブレ ー ー キ は ブレ ー | 
キレ ベル を 最大 に する 
と か か り ま す 


Ao 


LED 表 示 START ポ タン 
ポー ズ 


あか いる 


(リア ルモード ON の み ) 常に 赤色 で す 。 
オノ ティ ノ / ANALOG モ ー ド スイ ッ チ 
視線 の 移動 常に アナ ログ モー ド (LED 表 
示 : 大 色 ) で 、 左 ステ ィ ッ ク が 
使用 で きま す 。 


※ マ スコ ン と プ ブレー キ は 抑 し っ ぱな し で も レベ ル 調 整 で きま す 。 
※「 オ プシ ョ ン 」(P. 26) で 他 の ボタ ン 配 列 へ の 変 更 、 振 動 設 g 定 の 変更 が で きま す 。 
※ ア ナ ロ グ コン トロ ー ー ラ (DUALSHOCK) 等 も 操作 方 法 は 同様 で す 。 


メニ ュー 画面 の 操作 


ゲー ム 開 始 / カー ソル 移動 
デモ の スキ ッ プ 


選択 の キャ ン セル / 
前 画面 に 戻る 


し ん どう き 


5 ステ ッッ ク の と 


い 9 


の = 9 9 | コン トロ ー ラ も 同人 に 押 作 で きま す 。 


押す た びに 
レベ ル ダ ウ ン 


押す た びに 
レベ ル ア ッ プ 


新幹線 の マス コン の ノッ チ 数 は 、 車 両 に よっ て 異な り ます 。 
0 系 lleleE2 才 | ノッチ ) 絶 人 WE 科 18 ノ ッ チ ) 
レー ルス ター 太 光導 


せん よう い が い と くせ い 
ヽ 


※「 電 車 で GO! 新幹線 専用 コン トロ ー ラ 」 以 外 の 特製 コン トロ ー ラ は 5 ノッ チ 固 定 で す 。 


記 leE2 人 13 ノッ チ 】 


> と 


押す た びに 
レベ ル ア ッ プ 


押す た びに 
レベ ル ダ ウ ン 


ヴー ハン ドル B 型 (実際 の 新幹線 と 則 欄 に 側 が マス コ ン 操作 、 守 側 か 
ブレ ー キ 操作 で す ) 


ブレ ー キ 操作 


ブレ ー キ レベ ル ア ッ プ 


マス コン レベ ル ダ ウ ン 


マス コン レベ ル ア ッ プ 


ウロン 


※ 非 常 ブレ ー キ は ブレ ー 
キレ ベル を 最大 に する 
と か が かかり ます 


常に 赤色 で す 。 | ポー スズ 


(リア ルモード ON の み ) | に アナ 8 - ド (LED 骨 
示 : 恋 色 ) で 、 左 ステ ィ ッ ク が 


視線 の 移動 


※ マ スコ ン と プレ ー キ は 押し っ ぱな し で も レベ ル 調 整 で きま す 。 
※[ オプション 」』(F. 26) で 他 の ボタ ン 配 列 へ の 変更 振動 設定 の 変更 び が で きま す 。 
※ ア ナ ロ グ コン トロ ー ラ (DUALSHOCK) 等 も 操作 方 法 は 同様 で す 。 


メニ ュー 画面 の 操作 


ゲー ム 開 始 / カー ソル 移動 


デモ の スキ ッ プ 


所 の キャ ン セル / 
前 画面 に 戻る 


ひだ り みぎ 


夫 ステ ィ ッ ク の 外 無 と 拓 以外 は 
コン トロ ー ラ も 同様 に 近作 で きま す 。 


ワン ハン ドル 型 (一 楽 の ハン ドル を 使用 し て 着る 形式 を 青 塊 し た 操作 


ほう ほぼ ほう 


方 法 で す ) 
マス コン / プ レー キ 操 作 


マス コン 切 / ブ レー キ 解 除 


| マス コン レベ ル ダ ウ ン 
/ ブ レー キレ ベル アッ プ 


マス コン レベ ル ア ッ プ 
/ ブ レー キレ ベル ダウ ン 


常に 赤色 で す 。 


ATC 確 認 
(リア ルモード ON の み ) 


常に 万 上 征 2 ド (LED 表 


あか いろ 


示 : 赤 色 ) で 、 左 ステ ィ ッ ク が 


使用 で きま す 。 


メ マ スズ 当 2 呈 ブ レニ キ は 押し っ ぱな し で も レベ ル 調 整 で きま す 。 
※「[ オ プシ ョ ン 」(P. 26) で 他 の ボタ ン 配 列 へ の 変更 振動 設定 の 変更 び が で きま す 。 
※ ア ナ ロ グ コン トロ ー ラ (DUALSHOCK) 等 も 操作 方 法 は 同様 で す 。 


ー 画 面 の 操作 


ゲー ム 開 始 / 
デモ の スキ ッ プ 


選択 の キャ ン セル / 
前 画面 に 戻る 


じん と う 


/ 震 スティック の 胡 押 と 提 動 以外 は 
コン トロ ー ラ も 同様 に 操作 で きま す 。 


"PlayStation ど " 本 体 の 電源 が 入っ て いな い 状 態 で 「 電 車 で GO 
則り を の すい 測 子 に 接続 し て くだ さい 。 


ブレ ー キ 操作 


奥 に 倒す ほど ブレ ー 
キレ ベル アッ プ 


| コン レベ ル ア ッ プ 


エ 
記 
(の 
0 


ATC 確 認 
(リア ルモード ON の み ) 


内 3 


視線 の 移動 


し て ん へ ん こう 


視点 変更 


し ん どう き の う し ん どう 


※ 「 電 車 で GO! | 新幹線 専用 コン トロ ー - 誠 は 振動 機能 が つい て いま す 。 振 動 で せ た く 


へ ん こう 


な い 場 合 ゞ は 「 オ プシ ョ ン 」(P. 26) で 振動 設定 を 変更 させ て くだ さい 。 


ゲー ム 開 始 / 
デモ の スキ ッ プ 


た K く 


江 択 の キャ ン セ ル / 選択 の : 


ぜん が めん 


前 画面 に 戻る 


含 「 秋生 で GO! 新 短 用 コン トロ ー ラ 」 は 本 ソフ ト の み に 対 沼 し て いま す 。 "PlayStation" 対 
応 の 「 電 車 で G0! 」 シ リー ズ は 遊べ ませ ん 。 


人 "PlayStation ど " 本 体 の 電源 が 入っ て いる 状態 で 、 「 電 車 で GO! 新幹線 専用 コン トロ ー ラ 」 の 
抜き 差し を 行わ な いで くだ さい 。 誤動作 の 原因 と な り ま す 。 


じ ま 2 た 


“PlayStation 2 本体 の 電 電源 が 入っ て いな い 状 態 で 「 電 車 で GO! コン 
トロ ー ラ TYPE 2」 を 本 体 の や (USB) 端 子 に 接続 し て くだ さい 。 


ブレ ー キ 操作 


マス コン 操作 


手前 に 倒す ほど 右 に 回 す ほ ど ブ レー 
マス コン レベ ル ア ッ プ キレ ベル アッ プ 


油 


ATC 確 認 
(リア ルモード ON の み ) 


内 : 
へ 
Ok 


乗客 が 乗り 込ん だ 合図 ( 戸 じ め 灯 ) 


し ん どう 


※「 電 車 で GO! ョ ヨン 回 デラ YE 生 2」 は 振動 析 | が つい て いま す 。 振 動 させ た く 
な い 場 合 は 「 オ プシ ョ ン 」(P.26) で 振動 設定 を 変更 させ て くだ さい 。 


メニ ュー 画面 の 操作 


ゲー ム 開 始 / カー ソル 移動 
デモ の スキ ッ プ 


選択 の ャ ン セ ル / 
前 画面 に 戻る 


AN 「 重 重 で GO コン トロ ー コブ TYPE ら 」 は "PlayStation 2" 対 能 ソ フ ト の み に 放 し て いま す 。 
“PlayStation" 対応 の 「 電 車 で GO! 』」 シ リー ー ズ は 遊べ ませ ん 。 


作 、 "PlayStation ら "本 体 の 電源 が 入っ て いる 状態 で 、 「 電 車 で G0! コン トロ ー 
抜き 差し を 行わ な いで くだ さい 。 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


ラ TYPE 2」 の 


ん し ゃ 


“PlayStation ら " 人 の 識 が 人 っ て いな い 汰 能 で [ 和 生 で 
GO ! コン トロ ー ラ 」 を 本 体 の コン トロ ー ラ 端子 1 に 接続 し て 
くだ さい 。 0 

振動 機能 、 警 笛 ペ ダル 、 ド アラ ン ブ 、 方 向 キー 以外 は 「 電 車 で 


GO! コン トロ ー ラ 」 も 同様 に 操作 で きま す 。 


條 「 電 車 で G0! コン トロ ー ー ラ 」 を 使用 する 場合 、 必 ず 「 オ プシ ョ ン 」 で 「 ツ ー ハン ドル 」 を 選択 し 
て くだ さい 。 設 定 を 忘れ る と 誤 動 作 の 原因 と な り ま す 。 


"PlayStation 2" 本 体 の 電 滴 が 入っ て いな い 居 能 で [ 電 生 呈 50! コ ント ロー ラ ・ 
ワン ハン ドル タイ プ ] を 本 体 の コン トロ ー ラ 端子 1 に 接続 し て くだ さい 


"PlayStation 2" 本 体 の 電 っ ない 電車 で G0! マメ コン 」 を 
本 体 の コン トロ ー ラ 端子 1 に 接続 し て くだ さ こさ い 


マス コン / ブ プレ ー キ 操作 
ATC 確 認 
きり お く た お (リア ルモード ON の み ) 
「 切 」 か ら 奥 に 倒す ほど ブ 
- キ レベ ル ア ッ プ し 、 


一 番 穫 が 非常 ブ ee 
「 切 」 か ら 手前 に 倒す ほど 


マス コン 操作 


| マス コン レベ ル ア ッ ズ , 手前 に 科す ほど マス 左 に 回 し きる と プレー 
コン レベ ル ア ッ プ 。 キ 解 除 。 石 に 回 す ほ ど 


ブレ ー キ レベ ル ア ッ ズ 


メニ ュー 画面 の 操作 
ゲー ム 開 始 / 
デモ の スキ ッ プ 


ー ソ ル 移 重 


ゲー ム 開 始 / 
デモ の スキ ッ プ 


せん 


選択 の キャ ン セル / 選択 の 決定 


前 画面 に 戻る 


選択 の キャ ン セ ル / 
前 画面 に 戻る 


まう 


人 「 香 車 で G0! コン トロ ー ラ ・ ワ ン ハ ンド ル タ イ プ 」 を 使用 する 場合 、 必 ず 「 オ プシ ョ ン 」 で 「 ワ ン 


OCR わ とら う さる 


選択 し て くだ さい 。 
ハン ドル タイ プ ]」 を 選択 し て くだ さい 。 設 定 を 忘れ る と 誤動作 の 原因 と な り ま す 。 


と きき [生津 で GO」 マメ コン 」 を 使用 する 場合 、 刀 ず 「 オ プシ ョ ン 」 で [マメ コン 」 を 選 
設定 を 忘れ る と 誤動作 の 原因 と な り ま す 。 


記 が 閉まっ た 合図 「 戸 じ め 条 」 が 点灯 し た ら 


し ゃ ん か ん せん せん よ 


「 電 車 で GO! 新幹線 専用 コン トロ ー ラ 」 


し ゃ し よう 


( 
[電車 で B0! コン トロ ー ラ TYPE 2] 使 用 


ば あい KC っ の 


の 場合 は コン トロ ー ラ の ドア ラン プ が 点灯 


か いじ ょ 


し ます )、 ブ レー キ 解 除 を し て マス コン レベ 
ル を 上 げ ま す 。 


ATC(P.18 参 8 照 ) の 指定 速度 を 超え な い 


に の ) し ん こう 


| よう に スピ ー ド を 調節 し て 進行 し ます 。 


新幹線 は ほとん ど 情 性 走行 を 行い ませ ん 。 
マス コン で スピ ー ド を 調節 し まし ょ う 。 


< 7 RNN NNN SS 


う か えき ちょ う せ つ えき と うち ゃ く 


通過 駅 は スピ ー MC 拉 
刻 と 現在 時 刻 を 合わ せる よう に し て 通過 
し ます 。 


KOK いつ う 


定刻 に 通過 する こと を 定 通 と 呼び 、 ホ ー ム 


な か ほど えき ちょ うし つ は か 


中 程 の 駅 長 室 が 計る ポイ ント に な り ま す 。 


で の 約 は ば 


定 通 の 時 刻 に は 幅 の ある ダイ ヤ も あり ます 。 


| 
| 


N 


て いし ゃ じき 3 


信 重 駅 が 送付 いた 
因 レー キ で スピ ー ド を 落と し て いき ます 。 


UM 


3UKrm/ h 以 下 で は 指示 \ 出 な い の で ブ レー 


て い 


キ を 調節 し て 停 止 位置 に 停車 し ます 。 


停車 する と 前 の 停車 駅 か ら の 運転 が 評価 さ 


と 28 が 8 く < て ん な 計 い じょう か で 所 の の 上 く 


es LOSTEDAT 格 、 記 


て ん し ゅ うり ょ う 


は \ 一 ) と な り ま す 。 


ゲー ム オ ー バ ー に な る と 総合 


れ ま す 。 


ハイ スコ ア を 出し た 場合 、 ネ ー ー ム エン トリ ー 


で きま す 。 


775g77 記 27 「 ーー テー 


の 777 己 し 7 ル ん 7/2/ タ に) 


六 行 中 に 家 示 さ され る 標識 は 以下 の 意味 を 持ち ます 。 指 示 に 従っ て 運転 し こく だ さい 。 


ツー ハン ドル A 型 で の プレ イ 画 面 で す 。 
副 マス コン メー ター 


現在 の マス コン の ノッ チ 数 を 表示 


目次 駅 到 着 ( 通 過 ) 時 タ l 
次 の 駅 まで の 到着 、 ま た は 通過 目標 時 刻 


ひょう し き 


モー 点滅 し た ら 、 点 滅 が 終わ る まで に 指 定 の 速度 以 
に 減速 し て くだ さい 。ATC の 指示 と 同時 に 表示 され て い 
る は 、 速 度 の 低い 方 に 従っ て くだ さい 。 


回 現在 時 刻 
現在 の 時 刻 を リア ル タ イ ム に 表示 aar 
因 寺 評価 。 速記 制限 標識 に よる 減速 指示 を 解除 し ます 。 
現在 の 運転 評価 の 自 安 を 表示 
国 プ レー キメ ー タ ー 切 ATC、 水 度 メ ー タ ー 
現在 の プレ ー キ の ノッ チ 数 を 表示 ATC に よる 指示 人 速度 と 現在 の 速度 を 表示 
9 加須 り 由 離 表示 
信号 や 標識 の 存在 を 表示 携 在 位置 か ら 次 の 人 s 車 通過 地 拓 ま で の 兄 


牙 線 の 尼 斜 を 実 し ます 。「 下 り 対 配 」 は 水 度 が 上 が り 、「 り 
勾配 ] で は 速度 が 下がる の で 、 状 況 に よっ て は 速度 の 調整 


が 必要 に な り ま す 。 


。 了 「 3 6 f NN R H NN NHHNHRHRRH RNNHHRNINNINIH N 上 上 NHNHH 志 


NN 


せ い 


ゲー ム の プレ イ 由 に 視 E 更 ボタ ン ( コ ント ロー ラ は ⑳ ボ タン 、 特 製 コン 
トロ ー ラ は B ボ タン ) を 押す と 、 以 下 の よ うに 視点 変更 が で きま す 。 


太 フロ レン トビ ピュー………「 電 車 で G0! 」 シ リー ズ と 同様 の 画 町 面 で す 。 


上 コッ クビ ピッ トビ ュー…・・ 実 際 の 運転 士 の 視点 に 近 画面 で す 。 車 両 で と に 異な っ た 
コッ ク ピ ッ ト を 再掲 し ます 。 


回 アウ ター ビュ ー………・ 場 所 ご と に 見 栄え の 良い 三人称 の 視点 を 自動 選択 し ます 。 


RSS 


新幹線 を 停止 さ させ る 目安 に な り ます 。 運 転 席 の 横 に 停止 板 


を 合わ せ て 停車 し て くだ さい 。 数 字 は そこ に 停 まる 編成 両 


| ー- 数 で す 。 
※ こ の 標識 は 拡大 表示 され ませ ん 。 
っ 8 旨 | ※ 情 多 南 駅 の 上 り 方 向 は メ 印 に 停 ま り ま す 。 


※ フ ロン トピ ュー と コッ ク ピ ッ ト ピ ュー で は 、 ア ナ ロ グ コン トロ ー ラ (DUALSHOCK 2) 等 の 左 ステ ィ ッ ク を 傾け て 


し ん か ん せん せん 


視線 を 移動 させ る こと が で きま す 。 「 電 車 で GO! 新 幹 級 専 用 コン トロ ー ラ 」「 電 車 で GO! コ ント ロー ラ TYPE 2」 使 


用 時 は 方 向 キー で 同様 の 操作 が 行え ます 。 


次 の 駅 まで 残り っ ekm に な っ た こと を 家 し ます 。 


駅 間 で の 通過 時 刻 の 自 安 を 表し ます 。 指 定 の 時 刻 
に 通過 す る と 運転 評価 に 加点 さ れれ ます 。 


えき か ん と 名 と 3 


リン イフ テイ エア た ey 度 


ん て ん ひ ょ 


通過 する と 運転 評価 に 加点 され ます 。 


4.6.8,12(] ら は 上 り の み ) 両 編成 の 車両 を 運転 し て いる 
と き の 停 車 は 、ATC の 自動 ブレ ー - キ で は 停止 位置 を オー 
バー ラン し て し まい ます 。 こ の 標識 の ある 地点 か 生 9 テー 


か い 


キ を 開始 し て くだ さい 
※[ オ プシ ョ ン 」 で リア ルモード を ON に し た 場合 の み 寮 示さ れ ま す 。 
(「 リ アル モー ド に つい て 」(P.19) 参 昭 ) 


し ん か ん せん 


を 縛 針 」 は マス コン と ブレ ー キ を 使用 し て 新幹線 


し ん か ん せん さん よう し へ ん 


「 電 車 で GO! 新幹線 山陽 新 
を 運転 する ゲー ム で す 。 ーー お 
2 ム の 目的 は 、 運転 規 8 昌 を 守っ て 最終 目的 駅 の 停 止 位置 に 停車 する こと で す 。 


う ん て ん ひ 


次 の 停 車 駅 に 信 車 後 、 運転 評価 を 5 〒 い ます 運転 評価 が 合格 点 以上 な ら 合 合格 、 達 
し て いな い 場 合 は 失格 と な り ます 。 最 目的 上 に 抽 着 する か 、 失格 と な っ た 場合 


は ば 


は ゲー ム オ ー ー バ ー に な り ま す 。 ま た 、 一 定時 間 以 上 の 停車 、 予 定時 刻 よ り も 大 幅 


ば あい 


こ 遅 れ た 場合 も ゲー ム オ ー バ ー に な り ま す 。 


転 評価 に プラ ス さ れ ま す 。 


ゲー 12 


@ 停 止 位置 に 停車 で き 
@ 時 間 通 り に に 本 で きた と 
@ 時 間 通 り に 堆 ま た は 濃 ポイ ン ト を 通過 し た と 
@ 指 示 速 度 通り に 定 速 ポイ ン ト を 通過 し た と き 


@ 駅 出発 時 に マス コン を 滑ら か に 操作 し た と き 


軸 


ゲー ム 中 に 以下 の 違反 行為 を 行う と 運転 評価 が マイ ナス され ます 。 
@ATC ブ レー キ を 作動 させ た と き (リア ルモード OFP) 

@ 加 速 し て 指定 速度 を 上 回 り 、ATC ブ レー を 作動 させ た と き ( リ アル モー ド ON) 
@ ダ イヤ より も 店 れ て 、 ま た は 早 過ぎ て 運行 し た と き 

@ 標 識 を 無視 し た と き 5 が 

@ 戸 じ め 条 点 灯 前 に “ブレ ー キ 解除 "、“ マ スコ ン 入 力 "を 行っ た と き 

@ 非 常 ブレ ー キ を 使用 し た と き 

@ 長 時 間 、 新 幹線 を 動か さなか っ た と き 

オー バー ラン (停止 位 置 より も 先 に 停車 する こと ) し て し まっ た と き 

@ 来 客 に 迷惑 な 運転 を し た と き 

@ATC 確 認 を し な か っ た と き (リア ルモード ON) 

@ 停 止 位置 以外 で 停車 し た と き 

@ 駅 構内 で 停車 直前 に 、 速 度 を 落と し すぎ て 再 加速 し た と き 


/77/ 


ATC と は Automatic Train Control の 賠 
で 、 別 車間 の 距離 な ど に より 決定 され る 指示 
速度 に 従っ て 運転 を 行う シス テム の こと で す 。 
指示 速度 を 超え る と 、 自動 的 に ブレ ー あま が が 
か かり ます 。 示 速 度 と は 、 その 時 点 で 出し 
て も 良い 最高 束 ほ 度 の こと で す の で 、 列車 に 
よっ て は それ より 低い 速度 で 走行 する こと 
も あり ます 。 


「 加 速 指示 」 の 場合 に は 、 チ ャ イム と 共に 速度 
2 ダー ー の ATC 指 示 速 度 ラ ンプ が 点灯 し ま 
す 。 指 示 速 度 以下 で 走行 し て くだ さい 。 


「 減 速 指示 」 が 出 た 場合 に は 、 チャ イム と 共 t に 束 
度 メー ター の ATC 指 示 速 k 度 が 点滅 し ます 。 指 示 
速度 ラン プ が 点滅 し て いる 間 は 、 ATC 速 度 制御 
の 予告 区 間 で す 指 旧 示 速度 まで 減速 し て くだ さ 
し 9。 減速 が 間 に 合わ な い 場合 は 自動 的 に ブ 2 
キ が か か り 、 減 点 と な り ます 。 点 滅 が 終了 し た 地 


点 か 5 先 は 、 指 未 度 以下 で 走行 し て くだ さい > 


170km/h ま で 170km/h 以 下 
で 運転 


減速 が 間に合わ な いと 
減点 され ます 。 


N く し ゃ や り ょ 


共生 軸 に よっ て メー ダー ー の 江 折 か が 異な る こと が あり ます か 、 役 割 は 同じ で す 。 

※「 オ プシ ョ ン 」 で リア ル モ ー ド を ON に し た 場合 は 、 減 速 の 方 法 が 異な り ます 。 こ の 場合 
は 指示 速度 ま で 新幹線 が 自動 的 に 減速 し ます 。 (減点 は あ り ま せん ) 

(詳し く は P.19 の 「 リ アル モー ド に つい て 」 参 照 ) 


/ の 4 を きた 太 27 の 


万 Z/ ル 7 ワ 選 ど 


[オプ ショ ン 」 の リア ルモード を ON に する こと に よっ て 、 より リア ル な 新幹線 の 運転 を 
楽し お こと が で きま す 。 (初期 設定 で は リア ルモード は OFF で す ) 


に 


フル 世 で ド ON の 場合 、 停 車 前 に ATC 確 認 を を 行う 必要 が あり ます 。 チ ャ イム と 共 
ATC30 が 表示 され た ら 、 ATC 確 認 ボ タン (SELECT ボ タン ) を 押し 』 続け て くだ さい 。 
速度 が 30km/h に 落ち る と 自動 ブレ ー ー キ が 解除 され ます (ATC 確 認 完 了 )。 ATC 
確認 ボタ ン か ら 指 を 離し て 30km/h 以 下 の 速 度 で 人 し て くだ さい 。 ATC 確 認 が 行 


われ な いと 異常 が あっ た も の と みな され 、 そ の まま 停止 し て し まい ます 。ATC 確 認 完 
了 後 に 3Okmh 以 上 の 速度 を 出し た 場合 は 、 再度 ATC 確 認 が 必要 で す 


SELECT ポ タン 停止 位置 に 
を 押し 続け る 手動 で 停車 


, 30km/h 以 下 に な っ た ら 、 
, 自動 ブレ ー キ 解除 


自動 プレ ー キ 作動 30km/h 以 下 で 運転 


唱 ア ル モ 一 ド ON で の 4、 6、8、 12(15 は 上 上 り の み ) 両 編成 の 運 封 時 の 停車 は 、 
ATC30 の 自動 ブレ ー ー キ で は 停 ま り に くく な っ て いま す 。 こ れ ら の 編成 の 場合 は 、 
B 標 の ある 地点 か ら 手動 で ブレ ー キ を 開始 し て くだ さい 。 その 後 、 ATC 確 認 を 
行っ て くだ さい 。 B 標 の な い 駅 で は 通 澤 常 の ATC 確 認 を 行っ て くだ さい 。 


BB 標 を 確認 し た ら 
手動 で 減速 開始 


「 30kmI 下 に な っ た 
「 ら 、 自 動 ブ レー キ 解 除 


自動 ブレ ー キ 作動 30km/h 以 下 で 運転 


う 


駅 間 の 減速 は 実際 の 運転 と 同様 に 自動 で 行い ます 。 リ アル モー ド で は 減点 は 


て し 机 うわ まわ 


あり ませ ん 。 た だ し 、 加速 し て 指定 速度 を 上 回 り 、 自 動 ブ レー キ を 作動 させ た 場 
合 は 減点 に な り ま す 。 " 


20km/h 以 下 170km/h 以 下 
で 運転 で 電 暫 


// の 。 。 | た に め ラ な ん / 4 / 放 の 7 “ ん しり ょ ラ が ん 


万 己 の /77/7 ど / ち ] eees 万 7 ワル 人 ル 7// ら 戸 77777 
新幹線 の 運転 方 法 を 遊び な が ら 学 点 こ と が で きま す 。「 オ プシ ョ ン 」 で リア ル モ ー 


に ゅ う も ん 


ド を ON に 設定 する と 「 リ アル モー ド 入 門 」 NAM 2 


し ん か ん せん えき べ ん 


新幹線 と 駅 弁 の 写真 を 見 る こと が で き ます 。 


「 入 門 」 を 始め る と 、 画 面 内 の 鉄 ちゃ ん が 間 操作 を 駅 弁 は 山陽 新幹線 の 各駅 で 販売 し て いる も の 
指示 する の で 、 そ れ に 従っ て 運転 し て くだ さい 。 を 紹介 し て いま す 。 一 覧 表 か ら 見 た い 写 真 を 
選択 し て 決定 する と 、 写 真 が 拡大 され ます 。 


し ゃ し ん ひょう じ 


また 、 ス ライ ド シ ョ ー ES 連続 し て 写真 を 表示 
する こと 「『 で きま す 。 

SELECT ボ タン を 押す と 、 名 称 な どの 表示 を 消す こと が 
で きま す 。 


ひか り レ ー ル 


の ん 


た / ど どど 万 7777 


還 両 、 始 発 駅 、 終 着 駅 、 天 候 、 時 間 帯 が 選択 で き て 、 減 点 が な い の で 自由 に 運転 す 
る こと が で きま す 。 間 語 ゲー ム で 使用 され て いる 映像 を 見 る こと が で 
また 、 運 転 評価 は あり ませ ん 。 選 択 し た 終着 駅 に 停車 する と ゲー ム オ ー バ ー で す 。 きま す 。 一 覧 表 か ら 見 た い 映 像 を 選択 し て くだ 


えい ぞう し ゅ うり ょ う 』 


さい 。 映 像 が 終了 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


し ん か ん せん 


ゲー ム に 使用 され て いる 新幹線 の モデ ル を 好き な 角度 


いち ら ん ひょう 


5 万 己 ワ // プ ら 
か ら 見 る こと * で きま す 。 一 覧 表 か ら 見 た い モ デル を 


主旨 ー ン だ LT この ゲー ム は “PlayStation 2" 環 用 メモ リー カー ド (8MB ) に 対応 し て いま す 。 


せつ めい 


SELECT ボ タン を 押す と 説明 の 表示 を 消す こと が で きま す 。 また 、MEMORY CARD 差 込 口 1 の み に 対 応 し て いま す 。 


START ボ ポタ ン 


し ん か ん せん せん よう ば あい 


(  ) 肉 は 「 電 車 で GO! 新幹線 専用 コン トロ ー ラ 」 の 場合 で す 。 


が っ きょく お ん せい 2 


ゲー ム で 使用 され て いる 委 曲 、 音 声 、 効 果 音 を 聞く こと 


人 “PlayStation ら " 専用 メモ リー カー ド (8MB) に : 運転 の 記録 、 ゲー ム 設 定 な ど 
続き ます 。 演 奏 の 途中 で も 音声 や 効果 音 を 聞く こと が で の シス テム デー タ を 保存 し ます 。MEMORY CARD 送 口 1 の み に 対 色 し て 


いま す 。 セ ー ブ す る に は 400KB 以 上 の 空き 容量 が 必要 で す 。 


HHR HH R HHRHHNRNIHRHHHH Ni Ni NHN NNN stent 5 NH R BN NR 


マス コン (ブレ ー キ ) 


な い 


"PlayStation 2" 尊 用 メモ リー カー ド (8MB) 内 の シス テム デー タ を 読み 込 


た いおう 


み ま す 。MEMORY CARD 差 込 口 1 の み に 対応 し て いま す 。 


A ボ タ 
C ボ タン 
B ボ タン 


ん し ゃ し ん か ん せん せん よう ば あい 


(  ) 内 は 「 電 車 で GO! 壮 用 コン トロ ー ラ 」 の 場合 で す 。 


ミニ ゲー ム を ダウ ン ロ ー ド し て 遊ぶ こと が で きま す 。 


し こみ ぐ た いおう 


"ポケット ステ ーション "は 、MEMORY 1 1 の み に 対 応 し て いま す 。 


ほん ん こう めい し よ ょ めい ぶつ | ウ aa 


9 の ム の 沿線 の 観光 名 所 や 名 物 な ど 、 西日本 (四国 を 除く ) 


だ いひ ょ う て き うか い めい し ょ めい すい 


の 代表 的 な も の を 紹介 し て いま す 。 和 菓子 、 名 所 、 祭 り 、 名 水 、 


さん と も の が た り 


ー 都 物 邊 か ら 選 ん で 見 る こと が で きま す 。 ま た 、 ス ライ ド シ ョ 


し ゃ し ん ひょう じ 


で は 連続 し て 写真 を 表示 する こと が で きま す 。 


か いせ つ 


SELECT ポ タ ン を 押す と 解説 な どの 表示 を : 消す こと が で きま ます < 


ググ ウ ダ 


_ 璧 77 選 // ワ わ ワ /7 


分 D/ 7 光る デ ミッ ラル 


ワケ ん どら 7 の の の 7 RNNNRINNNININNNNNNNNUD 了 DD 本 際 


80265 で い 


の アオ ジオ 4 を アア ィ ーッ が で きま す 。「 電 上 車 で GO! コ 
ント ロー ラ 」「 電 1 ラ ・ ワ ン 
メコン 」 を 使用 する 場合 も ここ で 設定 し ま 1 


イノ ブイ 和 き 車 で G0! マ 


じょう きゃ く 。 じょう いん は ん の う 


ゲー ム 中 の 名 メー ター や 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 、 東 客 ・ 乗 員 の 反応 の 表示 の 有無 を 


中 介 つ 二 G あ も 


設定 し ます 。 


が めん い | ち ちょ う せ い 


お 使い の テレ ビ モ ニ タ の 画面 位置 調整 も ここ で 行え ます 。 


オー ディ オ 出 力 の 設定 、BGM の ON/OFF、 普 墨 バ ラン ス の 設定 が で きま す 。 


リア ルモード (P.19 参 照 ) の ON/OFF が 選択 で きま す 。 


さ し こ み ぐ ち 


逢っ z ー ブ の ON/OFF が 選択 で を きま す 。MEMORY CARD 差 込 口 1 の み に 
対応 し て いま す 。 


「 電 車 で GO! 新幹線 山陽 新幹線 」 か ら “" ポ ケッ トス テー ショ ン "” に ミニ ゲー ム 
「 で ん ご ー シン カン セン 」 が ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 


ド で ん ご ーー シン カン セン 」 を ブレイ す る に は 、 24KB(3 ブ ロッ ク ) 以 空き の 
ある ボ ポケット ステ ーション "が 必要 で す 。 


P ー タ を 削除 する と き は 、“ ポ ケット ステ ーション 画面 を 時 計画 面 ま た は 
イト ル 画 儲 に 戻し て か ら 、 MEMORY DAHD 遂 日 に 差し 込ん で くだ さい 
その 状態 で ブラ ウザ 画面 で デー タ を 削除 し て くだ さい 。 ( 削 上 除 の 住 巻 は 


か いせ つめ 


“PlayStation 2" の 取扱 説明 書 を 合わ せ て お 読 みく だ さい 。) 


※ ポケ ッ ト ス テー ショ ン - で は 、 電池 の 消 幸 を 防ぐ た め に 省 電力 モー ド を 採用 し て いま す 。 
何 も し な い 状 態 で し ば らく する と 画面 表示 が : 肖 え た り 普 声 が 出 な く な り ま す が 、 決 定 ボ タン を 
押す と タイ トル 画面 に 戻り ます 。 


メニ ュー・ タ イト ル 画 面 
上 ノ 下 ボタ ン …… 使用 し ませ ん 


ひだ り みぎ せん た く へ ん こう 


左 グ 有 ボ タ シ ジー… 選択 肢 の 変更 


けっ て い せん た く けっ て い 


決 和 E ポ タン "の 選択 肢 の 決定 


- ポ ケッ トド ステーション" 


うえ し た ひ た り みき 


上 / 下 / 左 / 右 
ボタ ン 


上 ボタ ン ブレ ー キ レベ ル ア ッ プ / マ スコ ン 切 


うり ょ く 


ウー う ブレ ー キ レベ ル ダ ウ ン / マ スコ ン 入力 


ひだ り みぎ 


左 / 石 ポタ ・ 使 用 し ませ ん 


6 使用 し ませ ん 


ん か ん せん ほん 


※ 操 作 方 法 は 「 電 車 で GO! ! 新幹線 山陽 新幹線 」 本 編 の ワン / \ ン ドル 方 式 を 模 し て いま す 。 
※ 決 定 ボ タン を 3 秒 以上 押し 続け る と 中 断 メニ ュー が 表示 され ます 。CONTINUE で ゲー ム に 
戻り 、EXIT で 時 計画 面 に な り ま す 。 


せい げん じ か ん 


制限 時 間 


次 の 停止 位置 まで の 距離 


ーー 


py mm 1 目 ・ 


EE 1 Pe 


マス コン レベ ル ( 1 段階) … 入 っ て いる と 「 ゴ ー」 
ブレ ー キ レベ ル (3 段階) 数 字 で 表示 


@ タ イ トル 画 面 で 決定 ボタ ン を 押す と 、 車両 選択 画 面 に な り ま す 。 

@ 左 / 石 ボタ ン で 路線 を 選択 し 、 決 定 ボ タン で ゲー ム を 始め ます 。 

@ 画 面 に 「 出 発進 |」 の 表示 が 出 た ら 下 ボタ ン を 押し て マス コン を 入れ 、 新 
幹線 を 走行 させ ます 。 

@ 停 車 駅 が 近く な る と 駅 構内 に 入り ます 。 駅 構内 で 再 加速 東 す る と 失格 に な 
る の で 注意 し て くだ さい 。 < 第 攻 そ す 

@ 停 止 位置 に は 「 停 止 板 」 が 立っ て いま す 。 停 止 板 が 画 面 一 一 番 下 に 来る 地点 
が 停止 位置 で す 。 正 し い 位置 に 停車 する と 次 の 駅 に 進 $ こ と が で きま す 。 

\ 1 prm 
と mg ら 2m 以 上 過 走 する と 和 失格 と な り ま す 。 SF 民 本 
ティ ニュ ー は あり ませ ん 。 

@ 最 終 駅 に 正しく 停車 で きれ ば ゲー ムク リア で す 。 

人 @ ゲ ー ー ム が 終了 する と 自動 的 に セー ー ブ さ れ 、 
今 まで 走行 『 し て きた 距離 が 蓄積 され ます 。 

@ 次 の 停車 駅 まで 、 制 限 時 間 以 内 に 停車 し な けれ ば な り ま せん 。 


た ルーシ と Il 、 


『 記 幹線 | 山陽 新 朝 編 ! Li 「 


EN 


ーー 人 


_ 発売 : ソ フ トド バン ク パプ ブリッ シン グ 析 会 


ほう ほう 


ディ スク の 収納 ・ 取り 出し 方法 


ディ スク を 無理 に 取り 出 そ うと す 
あと ディ スク が 割れ た り 、 傷 が 付 
いた り 、 邊 を 挟ん で けが を する こ 
と が あり ます の で ご 洋 意 く だ さい 。 
また 、 デ ィ スク が 正しく 取 納 され て 
いな いと 、 ディ スク が 割れ た り 、 衝 
が 付く 原因 と な り ま す の で ご 肖 意 


この 部 分 を 押す ング 
SS グ / 


ディ スク を 上 納 す る と き は 、 だ イネ スタ <《 く 夫 さ いい 。 
の 申 心 孔 の すぐ 外側 を 、 の み と 
音 が する まで 押し 込ん で くだ さい 。 


PUSH ボ タン を 押す と 、 6 スク が 六 
き 上 が MS 。 ディ スク が 淳 い た 状 
態 に な っ て か ら 取り 出し て くだ さい 。 


うほ う 


癌 一 ド の 収納 ・ 取り 出し 方 法 


上 衣 護り リー カー ド の へ 印 の 彫り 込み 2. メ モリ ー カ ー ド の 大 端 を 押し 込ん 


ひだ り は し 


の ある 面 を 上 に し て 、 端子 側 を 左端 KEKe の 
の フッ ク に 斜め に 差し 込ん で くだ さい 。 


3. 取り 出す 場合 は 、 の as カド 
の 吉 端 み ら 持 ち 上 げ て くだ さい 。 


し よう じょう 


使用 上 の ご 注意 *・ こ の ディ スク は 家庭 用 コン ピュ ー 紹 二 ンク テイ シン バンド ンス テム "PlayStation 2" 専用 の ソフ トウ ェ ア 
@ す 。 他 の 機種 で お 使い に な る と 、 機 器 な どの 攻 傍 の 原因 や 全 や 自 な どの 身体 に 悪い 久 響 を 与え る 場合 が あり ます の で 絶対 に 
お や めく だ さ い 。 * こ の ディ スク は LRTSG_] ゞ ] ある い は 幼 還 mmmWWGT9 の 表記 の ある 日 本 国内 仕様 の "PlayStation 2 
に の み 対 応 し て いま す 。 ツブ トウ ェ ア の [解説 書 ] お よび "PlayStation 2" 本 体 の 「 取 扱 説明 書 」 「 安 全 の た め に 」 を よく 
お 読み の 上 、 正しい 方 法 で ご 使用 くだ さい 。 * こ の ディ スク を "PlayStation 2" 本 体 に セッ ト す る 場合 は 、 必ず レー ベル 面 
(タイ トル な ど が 印刷 され て いる 面 ) が 見 える よう に ディ スク トレ イ に の せ て くだ さい 。 < 記 射 日光 が あたる と ころ や 層 名 具 の 
近く な ど 、 高温 の と ころ に 保管 し な いで くだ さい 。 湿気 の 多い と ころ も 避け て くだ さい 。 ディスク は 両面 と も 手 を 触れ な い 
」 うに 持っ て く だ さい 。 s 紙 や テー プ を ディ スク に 貼ら 5 な いで くだ さ さい 。 s デ ィ ス ク に ペン な ど で 書 きこ み を じ 00C く 半 さ VS 
指紋 や ほこ り に よる ディ スク の 汚れ は 評 像 の 乱れ や 音質 低下 の 摩 因 に な り ます 。 いつ も きれ い に し て お きま し ょ う 。 
s ふ だ ん の お 手入れ は 、 業 ら か い 欠 で ディ スク の 中 心 部 か ら 外周 部 に 向かっ て 放射 杖 に 軽く ふい て くだ さい 。* ペ ベン ジン や 
較 還 還 ド クリ ー ナー、 静電気 防 正 剤 な ど は ディ スク を 傷め る こ と が あり ます の で 、 使わ な いで くだ さい 。 * ひび 割れ や 
人形 し た ディ スク 、 あるいは 接着 唱 な ど で 補修 され た ディ スク は 誤 作 動 や 挫 体 の 故 億 の 原因 と な り ま す の で 絶対 に 便 用 
し な いで くだ さい 。 es ゃ ディ スク を ケー ス か ら 取 り 出す 際 に は 、 ンー ス の PUSH ボ タン を 押し て ディ スク が 浮い た 状態 に な っ て か ら 

取り 出し て くだ さい 。 淳 く 前 に 無理 に 取り 出 そ う と する と ディ スク が 割れ た り 、 指 を 挟ん で けが を する こ と が あり ます 
* ブレイ 終 了 後 は ディ スク を ケー ス に 戻し 、 効 児 の 手 の 届 か な い 場 所 に 保管 し て くだ さい 。 三 ス に 入れ ず に 重ね た り 
な な め に 立て か けた りす る と 、 そり や 傷 の 原因 に な り ま す 。* こ の ディ スク の 中 心 有 孔 に 、 指 邊 な ど 身体 の 一 部 を 故意 に 拓 入 
し な いで くだ さい 。 抜け な く な っ た り 、 身 体 を 傷つけ る こ と が あり ます 。 * こ の ディ スク を 絶対 に 投げ な いで くだ さい 。 人 体 
を の 他 を 傷つけ る 越 れ が あり ます 。* お 客 様 の 語っ た お 取り 独 い に より 生じ た キズ 、 破損 な ど に 関し て は 補償 いた し か ね 
ます の で 、 あ ら か じ め ご "了承 くだ さい 。 * "PlayStation 2" 本 体 を 液晶 方 式 以外 の プロ ジェ クシ ョ ン テ レ ビ (スク リー ジラ 
投影 方 氷 テ レビ ) に は つなが な いで くだ さい 。 獲 像 現象 (画面 の 焼き 付き ) が 起こ る こと が あり ます 特に 静止 画 を 表示 し て いる 
と き は 、 残像 現 象 が 起こ りや すく な り ま す * ソ フト ウェ ア に よっ て は ["PlayStation 2 ' 音 用 メモ リー カー ド (8MB)」 や : PocketStatom 
が 必要 な 場合 が あり ます 詳細 は ソフ トウ ェ ア の [解説 書 」 な ど で 確認 し て くだ さい 。 s メモリー カード を ケー ス に 収め る 場合 は 、 
メモ リー カー ド の へ 印 の 彫り 込み の ある 苗 を 上 に し て 、 端 近 作 を ケー ス 上 部 の MEMORY CARD HOLDER (メモ リー カー ド 
ホル ダー) に ある 左端 の フッ ク に 斜め に 差し 込み 、 右端 を 撫 し 込ん で くだ さい 。 ま た 、 ケ ー ス か ら 取 り 出す 場合 は 、 必 ず 
メモ リー カー ド の 右端 か ら 持 ち 上 げ て くだ さい 。 端子 側 を 無理 に 引き 上 げ る と 、 メ モリ ー カ ー ド を 彼 損 させ る 抽 れ が あり ます 


の で 絶対 に お や めく だ さい 。 
ん うじ よう きゅう け 


健康 上 の ご 注意 ・ プ レイ する 時 は 健康 の た め 、 1 時 間 ご と に 約 15 分 の 休憩 を 取っ て くだ さ さい 。* ア ナ ロ グ コン トロ ー ラ 
(DUALSHOCK2) な どの 拓 和 機能 を 使っ て 藤 い 時 間 連 続 し て プレ イ を し な いで くだ さい 。 目 安 と し て 約 30 分 ご と に 休憩 を と っ て 
くだ さい 。* 疲 れ て いる 時 や 膝 眠 不足 の 時 は プレ イ を 避け て くだ さい 。% プレ イ する 財 は 部 屋 を 明る くし 、 な る べく テレ ビ 画 面 か ら 離 れ て 
くだ さい 。e ご くま れ に 、 強い 光 の 刺激 を 受け た り 、 点 減 を 繰り 返す テレ ビ 画 面 を 見 て いる と 、 一 時 的 に 菜 因 の けい れん や 意識 の 
隊 突 な どの 症状 を 起こ す 人 が いま す 。 こ うし た 経験 の ある 注 は 、 事 前 に 必ず 医師 と 相談 まし て くだ さい 。 プ レイ 中 の 画面 を 見 て いて 
と の よう な 症状 や 、 め まい ・ "吐き気 ・ 導 労 感 ・ ・ 乗 り 物 酔い に 似 た 症状 な ど を 感じ た 場合 は 、 す ぐに プレ イ を 忠正 し 、 話 師 の 診 ク 察 を 


リ ) あ つか いせ つめ い 


同 け て くだ さい 。e "PlayStation 2" "本体 の 「 取 扱 説明 書 | [健康 の た め の ご 洋 意 ] を よく 読ん で 正 し く ご 使用 くだ さい 。 


"。L "PlayStation", "DUALSHOCK" and "PocketStation" are registered trademarks of Sony Computer Entertainment Inc. 


品質 に は 万 全 を 期し こおり ます が 、 万 一 お 気付 き の 点 が ご ざい まし た ら 、 そ の 内 容 を 明記 の 上 、 下 
記 の サー ビス セン ター へ お 送り くだ さい 。 な お 、 お 送り いた だ く 際 に は 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 電 話 番 
喧 ・ 購 入 年 月 日 を 必ず ご 記入 くだ さる よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


神奈 川上 海老 名 市 下 今泉 3 丁目 1 1 -1 株 式 会 社 タ イト ー 海 老 名 開発 セン ター タイ トー ゲー ム ソ フ ト 修理 係 
TEL:046- ら 535-9550( 土 曜 ・ 日 曜 * 祝 日 を 除く 14:0017:00) 


な お 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 電話 番号 は お 忘れ な く ご 記入 くだ さい 。 


〒 ら 43-0498 神奈 川 県 海老 名 市 下 今泉 3 丁目 1 1-1 株 式 会 社 タ イト ーー 海 老 名 開発 セン ター CP 販 売 部 
ゲー ム の 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ に は 、 一 切 お 答え で きま せん の で ご 了承 くだ さい 。 


525 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
NB09 生 00 か SINBtbti7 林 式 会 社 」 イ ト - の 


本 社 :〒102-8648 東京 都 千代 田 区 平河 町 ら -5-3 


